
4月17日（土） 
4月24日（土） 
5月 1日（土） 

絵本の森－よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

5月8日（土） 
おはなしでてこい　 PM2:00～ 

5月9日（日） 
アニメ上映会 PM2:00～ 

4月23日（金） 

赤ちゃんとえほんの日 
－赤ちゃん絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 
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4月25日（日） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
 

　
　
「
エ
コ
協
」っ
て
何
？
 

未
来
創
造
課（
1

８８
‐
1
1
1
5
） 

問 

国保 
年金 
国保 
年金 
就
職
・
退
職
・
進
学
し
た
ら 

 

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
手
続
き
を 

国民年金保険料額を改定 
月額1万5,100円（定額） 

忘れずに納めよう 
国民健康保険税 

　平成23年3月までの国民年金保険料は、 月440 
円引き上げられ、年額18万1,200円となります。 

国民年金保険料の納付は 
前納がお得 
　保険料を一定期間まとめて前払いすると、保険 
料が割引されます。 

保 険 料 

割 引 額 

半年分前納 

89,860円 

740円 

1年分前納 

177,980円 

3,220円 

　平成22年4月から国民健康保険税の税率を改定しました。 
　世帯の所得が少ない場合には、7割、5割、2割の軽減
措置が適用されます。 
7割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が33万円以
下の世帯 

5割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が（33万円
＋24万5,000円×世帯主を除く被保険者数）以下の世
帯 

2割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が（33万円
＋33万円×被保険者数）以下の世帯 

 
　平成22年4月から、非自発的失業者に対する保険税の
軽減措置が設けられました。 
対象者s雇用保険の特定受給資格者（例　倒産・解雇など
による離職）、雇用保険の特定理由離職者（例　雇い止め
などによる離職） 

軽減額s保険税は下表のように前年度の所得をもとに算定
されますが、その所得額を100分の30とみなして算定
します。 

軽減期間s離職の翌日から翌年度末までの期間 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

限 度 額 

医療介護分 

課税標準額※1 
×4.6％ 

課税標準額※2 
×23.0％ 

被保険者１人あたり 
20,000円 

１世帯あたり 
19,000円 

50万円 

介護保険分 
（40～60歳） 

課税標準額※1 
×1.3％ 

課税標準額※2 
×5.0％ 

被保険者１人あたり 
6,500円 

１世帯あたり 
5,000円 

10万円 

後期高齢者 
支援金分 

課税標準額※1 
×1.4％ 

課税標準額※2 
×5.8％ 

被保険者１人あたり 
7,000円 

１世帯あたり 
6,000円 

13万円 

勝
山
市
の
平
成
２２
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額 

※1　平成21年中の総所得など－33万円 
※2　平成22年度固定資産税額（都市計画税を除く） 

市
民
課（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

税
務
課（
1

８８
‐
8
1
0
１
） 

問 
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就
職
や
、
退
職
、
進
学
な
ど
を
し
た
か
た

は
、
健
康
保
険
と
年
金
の
資
格
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、

市
民
課
で
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
就
職
し
た
場
合

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
新
し
い
職
場
の
被

保
険
者
証
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑

○
退
職
し
た
場
合

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
る
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
加
入
と
な
り
ま
す
。

①
職
場
の
健
康
保
険
の
「
任
意
継
続
」

②
配
偶
者
な
ど
の
健
康
保
険

③
国
民
健
康
保
険

（
保
険
料
は
、
③
よ
り
①
に
加
入
し
た
ほ

う
が
安
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

手
続
き
場
所
▼

①
職
場
の
健
康
保
険
の
「
任
意
継
続
」

→

加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
事
務
局

②
配
偶
者
な
ど
の
職
場
の
健
康
保
険

→

配
偶
者
な
ど
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険

→

市
役
所
市
民
課

国
保
加
入
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
退
職

し
た
（
健
康
保
険
資
格
を
喪
失
し
た
）
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金
証
書

（
６０
歳
か
ら
６４
歳
の
年
金
受
給
者
で
、
そ

の
加
入
期
間
が
２０
年
以
上
も
し
く
は
４０
歳

以
降
１０
年
以
上
あ
る
か
た
）

○
進
学
し
た
か
た

就
学
す
る
た
め
他
市
町
村
へ
住
民
票
を
移

し
た
か
た
は
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
を
交
付

し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
平
成
２２
年
4
月
以

降
の
在
学
証
明
書
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
就
学
を
終
え
た
か
た
は
、
遠
隔
地
被
保
険

者
証
を
返
却
し
、
住
民
登
録
し
て
あ
る
市

町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い

職
場
の
厚
生
年
金
（
共
済
年
金
）
の
資
格

を
喪
失
し
た
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
か
た

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
退
職
し
た
（
健
康

保
険
を
喪
失
し
た
）
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
、
印
鑑

■

国
民
健
康
保
険

■

国
民
年
金

は
じ
め
ま
し
て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
協
議
会
、
略
し
て
「
エ
コ
協
」
で
す
。

今
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
に
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
は
じ
ま
り

平
成
１２
年
に
開
催
さ
れ
た
恐
竜
エ
キ
ス
ポ

ふ
く
い
2
0
0
0
の
大
成
功
の
の
ち
、
エ
キ

ス
ポ
の
成
果
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
が
課
題
と
し
て
残

り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
史
跡
白
山
平
泉
寺
や
福
井
県
立

恐
竜
博
物
館
な
ど
、
集
客
力
の
あ
る
施
設
の

活
用
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
勝
山
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
伝
統
や

文
化
が
次
々
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
う

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
市
の
復
興
と
未
来
へ
の

進
化
を
目
指
す
た
め
に
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
手
法
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

勝
山
市
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

勝
山
市
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
っ
て

目
指
す
の
が
、「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

で
す
。

勝
山
市
独
自
の
自
然
や
風
土
、
伝
統
や
歴

史
、
特
有
の
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
地
域
の
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勝
山
市
の
魅
力
あ
る
個

性
と
特
性
と
を
自
信
を
持
っ
て
表
現
す
る
こ

と
が
、
地
域
の
誇
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
・
保
存

や
地
域
環
境
の
保
全
、
さ
ら
に
は
地
域
住
民

の
自
主
性
が
喚
起
さ
れ
ま
す
。

勝
山
市
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
う

し
た
市
民
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
支
援
を
通

じ
、
こ
の
町
を
人
間
性
へ
の
回
帰
に
対
応
し

た
「
選
択
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
」
と
す
る
こ
と

で
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
生
ま
れ
た
も
の

地
域
の
特
産
品
を
商
品
化
に
成
功
し
た
例

と
し
て
、
野
向
町
の
え
ご
ま
、
北
谷
町
の
鯖

の
熟
れ
鮨
し
、
荒
土
町
の
炭
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
各
地
域
で
は
歴
史
遺
産
の
整
備
や

保
存
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
左
義

長
ば
や
し
保
存
会
や
谷
は
や
し
込
み
保
存
会

な
ど
、
郷
土
芸
能
の
次
世
代
へ
の
継
承
や
保

存
に
取
り
組
む
活
動
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
活
動

「
エ
コ
協
」
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
団
体

や
市
民
団
体
の
皆
様
と
協
働
し
て
、
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。

地
域
の
行
事
や
学
校
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
歩
に
つ
な
が

り
ま
す
。

次
号
で
は
、
エ
コ
協
各
団
体
が
行
っ
て
い

る
活
動
や
、
地
域
の
主
な
行
事
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。


